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日本共産党川崎重工委員会ではホームページ

も開設しています。働く労働者にとって「目か

らうろこ」の記事がたくさんあります。 
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川重のミッションステートメントより 

「事業展開のすべての局面において企業の

社会的責任を認識し、地球・社会・地域・

人々と共生する」 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
重
は
一
月
三
十
日
に
２
０

０
８
年
度
の
連
結
業
績
予
想

を
発
表
し
、
経
常
利
益
２
８
０

億
円
、
株
式
配
当
も
２
０
０
７

年
度
か
ら
２
年
連
続
で
５
円

の
配
当
を
継
続
し
、
内
部
留
保

の
総
額
は
３
１
２
９
億
円
も

貯
め
て
い
ま
す
。
川
重
に
は
派

遣
労
働
者
を
雇
用
す
る
体
力

が
十
分
に
あ
り
ま
す
。 

い
ま
、
大
企
業
の｢

派
遣
切
り｣

な
ど
に
よ
る

急
速
な
雇
用
破
壊
が
、
一
大
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
発
表
で
も
、
昨

年
十
月
か
ら
三
月
末
ま
で
に
約
１
５
万
８
千

人
、
業
界
団
体
の
試
算
で
は
製
造
業
だ
け
で

も
約
４
０
万
人
が
職
を
失
う
と
い
う
数
字
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
を
モ
ノ
の
よ
う
に
使

い
捨
て
る
「
派
遣
切
り
」
は
、
人
間
的
に
許

さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
そ
し
て
個
人
消
費
が

落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
に
、
こ
れ
以
上
の
失

業
者
を
出
す
と
日
本
経
済
の
底
が
抜
け
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
川
重
で
も

す
で
に
一
部
の
事
業
所
で
派
遣
労
働
者
の
解

雇
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

連結経常利益２８０億円 
内部留保３１２９億円 

脆
弱
な
日
本
経
済
を
立
て
直
す
た
め

に
は
、
輸
出
偏
重
の
外
需
依
存
型
の
経

済
を
改
め
、
家
計
を
応
援
し
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
内
需
を
拡
大

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

不
安
定
雇
用
が
こ
こ
ま
で

広
が
っ
た
の
は
、
１
９
９
９

年
、
日
本
共
産
党
以
外
の
全

て
の
党
が
賛
成
し
、
派
遣
労

働
を
原
則
自
由
に
し
て
し

ま
っ
た
、
い
わ
ば
「
政
治
災

害
」
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、

派
遣
法
を
１
９
９
９
年
以

前
に
戻
す
こ
と
を
主
張
し

て
い
ま
す
。 

世
論
と
運
動
の
力
で
政
府
を
動
か
し
、

「
派
遣
切
り
」
防
止
の
「
通
達
」
を
出

さ
せ
ま
し
た
。
「
通
達
」
を
足
が
か
り

に
、
力
を
合
わ
せ
て
違
法
な
解
雇
を
撤

回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

急
速
な
景
気
悪
化
で
、

国
民
生
活
が
深
刻
な

打
撃
を
う
け
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
と
き
こ

そ
、
大
企
業
は
雇
用
を

ま
も
る
社
会
的
責
任

を
は
た
す
べ
き
で
す
。

川
重
は
、
自
ら
宣
言(

下

記
）
し
て
い
る
よ
う

に
、
積
極
的
に
雇
用
を

ま
も
り
派
遣
労
働
者

の
全
員
を
正
社
員
に

す
べ
き
で
す
。 
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